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現
在
保
存
修
理
工
事
中
の
国
指
定
重
文

「
本
山
慈
恩
寺
本
堂
」。
６
月
10
日(

土)

・
11

日(

日)

、
市
教
育
委
員
会
主
催
で
茅
を
取
り

外
し
た
屋
根
の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
定

員
の
２
倍
以
上
の
申
込
が
あ
り
、
抽
選
で
選

ば
れ
た
約
１
２
０
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
日
は
工
事
の
設
計
監
理
を
担
当
す
る

公
益
財
団
法
人 

文
化
財
建
造
物
保
存
技
術

協
会
の
職
員
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

①
本
堂
屋
根
の
特
徴 

・
本
堂
の
屋
根
の
面
積
は
約
８
４
４
㎡
あ

り
、
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
茅
葺
屋

根
と
し
て
は
、
か
な
り
大
き
い
部
類
と
い

え
ま
す
。 

・
軒
付(

屋
根
の
軒
先
部
分)

の
茅
葺
が
通
常 

よ
り
厚
く
、
丸
太
を
屋
根
の
先
端
方
向
に

突
き
出
し
て
先
端
の
軒
付
を
支
え
て
い

ま
す
。
こ
の
丸
太
に
竹
の
下
地
を
設
け
て

屋
根
の
平
葺
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

②
本
堂
屋
根
の
破
損
状
況 

・
茅
が
全
体
的
に
傷
ん
で
い
る
た
め
、
雨
漏

り
の
危
険
性
が
高
い
状
態
で
し
た
。 

・
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
部
分
修
理
に
よ
り
、

本
来
の
厚
み
以
上
に
茅
が
葺
か
れ
た
こ

と
が
原
因
で
屋
根
が
重
く
な
り
、
丸
太
が

破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
経
年
劣
化
に
よ
り
屋
根
の
茅
を
支
え
る
部

材
が
隅
を
中
心
に
下
が
っ
て
い
た
た
め
、

屋
根
の
軒
通
り
が
乱
れ
て
い
ま
し
た
。 

・
半
分
近
く
破
損
し
た
部
材
が
あ
り
、
調
査

の
結
果
、
屋
根
裏
に
か
く
れ
て
い
た
小
動

物
が
部
材
を
か
じ
っ
た
こ
と
が
原
因
と
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
ま
り
文
化
財
の

修
理
で
は
見
る
こ
と
が
な
い
破
損
で
す
。 

参
加
者
か
ら
は
「
釘
を
あ
ま
り
使
わ
ず
に

縄
を
結
ん
で
で
き
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
近
く
か
ら
見
学
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
い

う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
後
、
木
部
の
破
損
部
分
を
修
理
し
、
新
し

い
茅
を
使
っ
て
屋
根
葺
作
業
を
行
い
ま
す
。 

     

精巧な造りである向拝の装飾 

 

※
工
事
中
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
修
理
現
場
の
安
全
管
理
に

ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

長年厚い茅を支えていた向拝(本堂正面の箇所)部分の下地 
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国
史
跡
「
慈
恩
寺
旧
境
内
」
に
は
、
多
く
の
堂
社(

仏
堂
と
神
社) 

跡
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
現
存
す
る
お
堂
や
堂
社
跡
な
ど
を
歩

い
て
巡
り
ま
す
。(

小
雨
決
行) 

〇
日 

時 

９
月
10
日(

日)

午
前
９
時
～
10
時
30
分 

同
日
は
、
江
戸
時
代
に
修
験
の
行
場
で
あ
っ
た
白 

山
堂
前
で
柴
燈
護
摩
が
行
わ
れ
ま
す
。 

〇
参
加
費 

無
料 

〇
定 

員 

30
名 

〇
集 

合 

慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

(

受
付
は
午
前
８
時
30
分
～) 

〇
ル
ー
ト 

集
合
場
所
～
仁
王
坂
～
弘
法
大
師
堂
跡
～
尾
山
楯

跡(

山
王
台
公
園)

～
白
山
堂
前 

 

〇
服 
装 
坂
や
石
段
を
歩
く
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

 

本
山
慈
恩
寺
本
堂
裏
の

経
蔵
跡 

 

慈
恩
寺
テ
ラ
ス
で
は
、
夏
休
み
に
サ
マ
ー
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
史
跡
や
地

元
の
仕
事
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
企
画
や
、
も

の
づ
く
り
体
験
が
で
き
ま
す
。 

〇
日
時 

８
月
５
日(

土)

・
６
日(

日) 

両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時 

〇
内
容 

①
は
た
ら
く
車
大
集
合
！ 

②
テ
ラ
ス
縁
日 

③
本
山
慈
恩
寺
本
堂
で
使
わ
れ
て
い

た
茅
を
使
っ
た
お
も
ち
ゃ
作
り 

④
寺
そ
ば
・
寺
カ
フ
ェ
限
定
メ
ニ
ュ
ー 

◎
７
月
22
日(

土)

～
８
月
20
日(

日)

の
期
間
は
、

「
チ
ェ
リ
ン
か
ら
の
挑
戦
状
」
な
ど
の
企
画
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
詳
細
は
慈
恩
寺
テ
ラ
ス

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

 

室
町
時
代
に
作
ら
れ
、
慈
恩
寺
の
情
景
を

詠
ん
だ
と
さ
れ
る
「
慈
恩
寺
十
景
詩
」
。
こ
れ

ら
を
回
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
春
に

続
き
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
文
化
セ
ン
タ

ー
・
各
地
区
公
民
館
・
慈
恩
寺
テ
ラ
ス
等
に

設
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

〇
日 

時 

９
月
24
日(

日) 

午
前
９
時
～
正
午
頃
予
定 

〇
参
加
費 

２
０
０
０
円(

昼
食
付) 

〇
定 

員 

20
名 

〇
問
合
せ 

悠
久
の
里
慈
恩
寺
運
営
委
員
会

事
務
局 

矢
作 

☎
０
８
０(

８
２
１
８)

０
４
５
７ 

 

竹
と
ん
ぼ
な
ど
の
お
も
ち

ゃ
作
り
が
で
き
ま
す
。
本
堂

屋
根
で
使
わ
れ
て
い
た
茅

を
用
い
ま
す
。 

 

慈
恩
寺
テ
ラ
ス
は
、
６
月
８
日(

木)

に
来
館
者

20
万
人
を
突
破
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
20
万
人 

目
の
来
館
者
は
中 

山
町
在
住
の
佐
藤 

さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。 

寒
河
江
産
紅
秀
峰
、 

バ
ラ
の
花
束
な
ど 

の
記
念
品
が
贈
ら 

れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

電子申請はこち

らの二次元コー

ドから。 

〇
申
込
方
法 

８
月
４
日(

金)

～
８
月
29

日(

火)

ま
で
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
①
電
子
申
請
、
②
平
日

(

祝
日
を
除
く)

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
窓

口
へ
直
接
ま
た
は
電
話
に
て 

〇
問
合
せ 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎(

８
６)

８
２
３
１ 

 


